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野鳥がすみやす
い環境づくりを

自然環境保全の市民活動計画に
「日本野鳥の会秋田県支部」を認定

５月１日の観察会に参加したみなさん

新
緑
が
ま
ぶ
し
く
、
身
近
な
自
然
で
聞
こ
え
る

鳥
の
さ
え
ず
り
が
心
地
良
い
季
節
で
す
。

市
で
は
、
高
清
水
公
園
を
中
心
に
、
野
鳥
の
生

息
調
査
な
ど
を
続
け
て
い
る
「
日
本
野
鳥
の
会
秋

田
県
支
部
」(

会
員
約
二
百
五
十
人)

の
活
動
を
、
三

月
三
十
一
日
付
け
で
「
自
然
環
境
保
全
市
民
活
動

計
画
」
に
認
定
し
ま
し
た
。

同
支
部
は
、
毎
月
一
回
、
高
清
水
公
園
な
ど
で

観
察
会
を
開
き
、
野
鳥
の
数
や
種
類
を
調
査
し
、

そ
の
生
息
環
境
の
変
化
も
長
年
に
わ
た
り
見
続
け

て
き
ま
し
た
。
市
で
は
今
後
、
同
支
部
の
活
動
を

支
援
し
な
が
ら
、
鳥
た
ち
が
す
み
や
す
い
環
境
づ

く
り
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
い
く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

佐
藤
公
生
支
部
長
は
、「
高
清
水
公
園
で
は
、
約

百
六
十
種
の
野
鳥
を
観
測
し
て
い
ま
す
。
春
は
メ

ボ
ソ
ム
シ
ク
イ
、
夏
は
チ
ゴ
モ
ズ(

日
本
版
レ
ッ
ド

リ
ス
ト
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類)

、
秋
は
ツ
グ
ミ
、
冬
は
ベ

ニ
マ
シ
コ
な
ど
、
四
季
折
々
に
鳥
が
訪
れ
て
、
私

た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま

す
。
年
々
公
園
の
整
備
が
進
み
、

鳥
の
す
み
か
も
変
わ
り
つ
つ
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
野
鳥

の
観
察
を
通
じ
て
、
野
生
動
物

昔
は
、
市
街
地
で
も
た
く
さ
ん
の
ホ
タ
ル
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
川
が
汚
れ
た
り
、
都

市
化
が
進
ん
だ
こ
と
で
、
最
近
は
見
か
け
る
こ
と

が
難
し
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
市
で
は
、
ホ
タ
ル
と
い
う
日
本
人
に

親
し
み
の
あ
る
生
き
物
を
と
お
し
て
、
身
近
な
水

辺
の
状
態
や
環
境
問
題
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
し

て
も
ら
お
う
と
、
昨
年
、
ホ
タ
ル
マ
ッ
プ(

左
ペ
ー

ジ
上
参
照)

の
作
成
に
と
り
か
か
り
ま
し
た
。

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ホ
タ
ル
の

目
撃
情
報
に
よ
る
と
、
郊
外
の
水
田
や
山
間
部
の

川
沿
い
な
ど
で
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
や
ヘ
イ
ケ
ボ
タ

ル
が
、
た
く
さ
ん
生
息
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
。

ホ
タ
ル
が
育
つ
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
が
ま
だ
ま
だ

残
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
飯
島
・
外
旭
川
・
太
平
な
ど
の
水
田

や
、
山
内
・
添
川
の
旭
川
沿
い
、
河
辺
の
岩
見
川
・

三
内
川
沿
い
、
雄
和
の
雄
物
川
の
支
流
沿
い
な
ど

で
、
比
較
的
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

市
内
で
の
ホ
タ
ル
の
発
生
時
期
は
、
ゲ
ン
ジ
ボ

チゴモズ(メス)
(日本野鳥の会
秋田県支部提供)

き
れ
い
な
水
辺
や
田
ん
ぼ
に
生
息
し
て
、
自
然
の

バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
も
い
わ
れ
る
ホ
タ
ル
。
市
内
で
は

六
月
中
旬
か
ら
、
十
日
間
の
命
を
精
一
杯
輝
か
せ
る

幻
想
的
な
光
景
が
見
ご
ろ
を
迎
え
ま
す
。

体長はオス約15㍉、メス約
20㍉。赤い背中にトランプ
のダイヤのような黒い模
様。発光は４秒間に１回。

体長はオス約８㍉、メス約
10㍉。赤い背中に帯のよう
な黒いたての模様。発光は
１～２秒間に１回。

卵
は
約
30
日
で
ふ
化
し
、
幼
虫
は
カ
ワ
ニ
ナ
と

い
う
貝
を
食
べ
て
、
10
か
月
以
上
水
中
で
生
活

し
ま
す
。
そ
の
後
サ
ナ
ギ
に
な
り
、
約
50
日
間

で
羽
化
し
成
虫
に
。
そ
し
て
、
約
30
日
後
、
羽

が
固
く
な
る
と
地
上
に
出
て
き
ま
す
。

■ホタルの一生

ホ
タ
ル
の
目
撃
情
報
が

た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

ホ
タ
ル
の
観
察
は

く
れ
ぐ
れ
も
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

ヘイケボタルヘイケボタルゲンジボタルゲンジボタル



水道ふれあいフェア＆環境展

６月４日(土) 午前10時～午後３時
秋田駅前のアゴラ広場
６月は環境月間、そして、６月１日～７

日は水道週間です。この機会に、水の大切
さ、環境にやさしいライフスタイルについ
て考えてみませんか。
今年は「水をめぐる暮らしと環境」をテ

ーマに、水道ふれあいフェアと環境展を合
同で開催します。ぜひお立ち寄りください。

●水をめぐる暮らしと環境展示
浄水や下水処理、家庭における節水、川
を汚さない工夫、水質調査など

●クイズラリーと縁日コーナー
●来場したお子さんに風船をプレゼント

●利き水コーナー
水道水やミネラルウォーターなど４
種類の水を当ててみよう！

●じゃ口パッキン交換実演
●水抜き実演

●水道に関するアンケート
協力していただいたかた、先着1,500
人に花の苗をプレゼント

●水道なんでも相談コーナー

●環境貯金箱
作戦コーナー
ごみ減量、分別実演

●環境にやさしい
e-市民コーナー
各家庭で、環境に配慮した
取り組みを行うe-市民を募集します

●ごみ減量に関するアンケート

問い合わせ

環境企画課tel(863)6632
上下水道局総務課tel(823)8434

と
人
間
が
共
存
で
き
る
自
然
環
境
の
保
全
活
動
を

続
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

高
清
水
公
園
で
の
観
察
会
に
は
、
会
員
で
な
く

て
も
誰
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。
毎
月
第
一

日
曜
日
の
朝
六
時
か
ら
で
す
。
か
わ
い
い
野
鳥
た

ち
を
見
な
が
ら
、
自
然
の
心
地
よ
さ
を
感
じ
て
み

ま
せ
ん
か
。

問い合わせ

環境保全課tel(866)2075
観察会については日本野鳥の会
秋田県支部tel(868)8250

約２時間かけて公園を散策します

タ
ル
が
六
月
中
旬
か
ら
七
月
中
旬
ま
で
、
ヘ
イ
ケ

ボ
タ
ル
が
六
月
下
旬
か
ら
八
月
上
旬
ま
で
。
だ
い

た
い
夜
八
時
ご
ろ
に
、
ホ
タ
ル
が
飛
び
交
う
時
間

帯
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。

た
だ
し
、
ホ
タ
ル
を
観
察
す
る
と
き
は
、
周
囲

の
環
境
に
は
十
分
配
慮
し
て
、
左
記
の
マ
ナ
ー
を

く
れ
ぐ
れ
も
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
恵
ま
れ
た
自
然

の
中
で
、
幻
想
的
に
飛
び
交
う
ホ
タ
ル
の
姿
が
い

つ
ま
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
…
。

市
内
の
ホ
タ
ル
分
布
図
の
ほ
か
、
観
察
の
ポ

イ
ン
ト
な
ど
を
解
説
し
て
い
ま
す
。

ホ
タ
ル
マ
ッ
プ
は
、
環
境
部
、
市
民
相
談
室
、

ア
ル
ヴ
ェ
３
階
の
市
民
交
流
サ
ロ
ン
、
土
崎
・
新

屋
支
所
、
河
辺
・
雄
和
市
民
セ
ン
タ
ー
、
各
公
民

館
・
地
域
セ
ン
タ
ー
・
図
書
館
で
さ
し
あ
げ
て
い

ま
す
。

ホタルマップを
さしあげます

■
観
察
の
た
め
つ
か
ま
え
た
ホ
タ
ル
は
、
観
察
が
終

わ
っ
た
ら
必
ず
返
し
ま
し
ょ
う

■
懐
中
電
灯
は
控
え
め
に
し
て
、
ホ
タ
ル
の
眼
に
与

え
る
影
響
を
和
ら
げ
ま
し
ょ
う

■
あ
ぜ
道
を
踏
み
つ
ぶ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

■
近
隣
の
住
民
の
か
た
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う

問
い
合
わ
せ

環
境
企
画
課tel(

８
６
３)

６
６
３
２

月は
環境月間
６

※高清水公園での観察会は毎月第１日曜日の
朝６時から。秋田城跡出土品収蔵庫裏に集
合。また、千秋公園でも観察会を開いてい
ます。詳しくはお問い合わせください。

暮らしに役立つエコグッズをプレゼント！

▼

午
後
２
時
か
ら

佐
竹
市
長
の
実
演

も
あ
る
よ
！環

境
展

環
境
展

水
道
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア

水
道
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア
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